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【注意事項】 

RH850スマート・コンフィグレータ 

概要 

RH850スマート・コンフィグレータの使用上の注意事項を連絡します。 

1. PWM出力と三角波 PWM出力のスレーブ設定を使用する場合の注意事項 

2. ポート入力バッファが設定できない注意事項 

3. ポートドライブ強度コントロールが設定できない注意事項 

4. ポートレジスタが設定できない注意事項 

5. タイマの入力エッジの表示ミスの注意事項 

 

1. PWM出力と三角波 PWM出力のスレーブ設定を使用する場合の注意事項 

1.1 該当製品 

RH850スマート・コンフィグレータ V1.0.0以降 

 

1.2 該当デバイス 

RH850ファミリ : RH850/F1KMグループ 

 

1.3 内容 

1.2項の該当デバイスで、PWM出力と三角波 PWM出力を使用する場合に、スレーブとして使用するす

べてのチャネルで正しいコードが生成されません。 

 

◼ 発生例 

➢ PWM出力を使用した場合 

タイマアレイユニット Bのユニット 0(TAUB0)の PWM出力を使用しています。 
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Config_TAUB0.c の関数 void R_Config_TAUB0_Create(void)に下記のコードが生成されて、

TAUB0.TOMレジスタに誤った値(赤文字)が設定されます。 

ソース例では、TAUB0のチャネル 1をスレーブに使用しています。 

 

➢ 三角波 PWM出力を使用した場合 

タイマアレイユニット Bのユニット 0(TAUB0)の三角波 PWM出力を使用しています。 

 

Config_TAUB0.c の関数 void R_Config_TAUB0_Create(void)に下記のコードが生成されて、

TAUB0.TOMと TAUB0.TOC レジスタに誤った値(赤文字)が設定されます。 

ソース例では、TAUB0のチャネル 1をスレーブに使用しています。 

 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set channel 1 setting */ 

    ... 

    /* Set output mode setting */ 

    ... 

    TAUB0.TOM |= _TAUB_CHANNEL1_INDEPENDENT_OUTPUT_MODE; 

    ... 

} 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set channel 1 setting */ 

    ... 

    /* Set output mode setting */ 

    ... 

    TAUB0.TOM |= _TAUB_CHANNEL1_INDEPENDENT_OUTPUT_MODE; 

    TAUB0.TOC |= _TAUB_CHANNEL1_OPERATION_MODE1; 

    ... 

} 
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1.4 回避策 

PWM出力と三角波 PWM出力のスレーブ設定の生成コードで、Config_TAUB0.c の関数 

void R_Config_TAUB0_Create(void)を手動で修正してください(注)。 

以下に修正例を記します。赤文字の部分が修正内容です。 

修正例では、TAUB0のチャネル 1のスレーブ設定のみ記載しています。 

使用しているすべてのスレーブ設定の生成コードを修正してください。 

注：再度コード生成を行うと修正前の状態に戻りますので、コード生成を実行するたびに修正が必要で

す。 

 

➢ PWM出力を使用した場合 

 

 

➢ 三角波 PWM出力を使用した場合 

 

 

1.5 恒久対策 

次期バージョンで改修予定です。（2020年 1月予定） 

  

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set channel 1 setting */ 

    ... 

    /* Set output mode setting */ 

    ... 

    TAUB0.TOM |= _TAUB_CHANNEL1_SYNCHRONOUS_OUTPUT_MODE; 

    ... 

} 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set channel 1 setting */ 

    ... 

    /* Set output mode setting */ 

    ... 

    TAUB0.TOM |= _TAUB_CHANNEL1_SYNCHRONOUS_OUTPUT_MODE; 

    TAUB0.TOC |= _TAUB_CHANNEL1_OPERATION_MODE2; 

    ... 

} 
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2. ポート入力バッファが設定できない注意事項 

2.1 該当製品 

RH850スマート・コンフィグレータ V1.0.0以降 

 

2.2 該当デバイス 

RH850ファミリ：RH850/F1KM-S1グループ 

 

2.3 内容 

以下のポートグループにおいてポート入力バッファの設定が表示されません。また、対応するポート入力

バッファ選択レジスタのコードも生成されません。 

➢ RH850/F1KM-S1 48pin : PORT8, PORT9 

➢ RH850/F1KM-S1 65pin : PORT8, PORT9, PORT10(P10_11～P10_14) 

➢ RH850/F1KM-S1 80pin : PORT8, PORT9, PORT10(P10_11～P10_15) 

➢ RH850/F1KM-S1 100pin : PORT8, PORT9, PORT10(P10_11～P10_15) 

 

◼ 発生例 

ポートの設定でポート入力バッファの設定が赤枠の領域に表示されていない。 

 

 

2.4 回避策 

Config_PORT.c の関数 void R_Config_PORT_Create(void)にポート入力バッファ選択レジスタ

(PORT.PISn)を設定するコードを追加してください(注)。 

以下に修正例を記します。赤文字の部分が修正内容です。 

注：再度コード生成を行うと修正前の状態に戻りますので、コード生成を実行するたびに修正が必要で

す。 

ポート入力バッファ選択レジスタの仕様については、RH850/F1KM ユーザーズマニュアル ハードウェア

編を参照してください。 

➢ ポート入力バッファ選択レジスタの設定を挿入する手順 

1. ポート入力バッファ選択レジスタの設定は、プルダウンオプションレジスタ(PORT.PDn)とポートレ

ジスタ(PORT.Pn)の間に追加します。 

2. ポートグループのインデクスは n、ポート番号(有効ビット位置)は mで示します。nと mは、設定す

るポートグループおよびポート番号に合わせて変更します。 

3. 入力バッファとして”タイプ 1(SHMT1)”を設定したい場合は、_PORT_PISnm_TYPE_SHMT1のマク

ロ値を、”タイプ 2(SHMT4)”を設定したい場合は、_PORT_PISnm_TYPE_SHMT4のマクロ値を使用

します。 

4. 設定したいすべてのポートのマクロ値を、_PORT_PISn_DEFAULT_VALUEのマクロ値と OR演算子

を用いて演算します。  
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修正例 

 

2.5 恒久対策 

次期バージョンで改修予定です。（2020年 1月予定） 

 

  

void R_Config_PORT_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* PORTn setting */ 

    ... 

    PORT.PDn = ...; 

    PORT.PISn = _PORT_PISn_DEFAULT_VALUE | _PORT_PISnm_TYPE_SHMT1; 

    PORT.Pn= ...; 

    ... 

} 
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3. ポートドライブ強度コントロールが設定できない注意事項 

3.1 該当製品 

RH850スマート・コンフィグレータ V1.0.0以降 

 

3.2 該当デバイス 

RH850ファミリ：RH850/F1KMグループ 

 

3.3 内容 

以下のポートグループにおいてポートドライブ強度コントロールの設定が表示されません。また、対応す

るポートドライブ強度コントロールレジスタのコードも生成されません。 

➢ RH850/F1KM-S1 48pin : PORT10 

➢ RH850/F1KM-S1 64pin : PORT10 

➢ RH850/F1KM-S1 80pin : PORT10 

➢ RH850/F1KM-S1 100pin : PORT10 

➢ RH850/F1KM-S4 144pin : PORT20 

➢ RH850/F1KM-S4 178pin : PORT20 

➢ RH850/F1KM-S4 233pin : PORT20 

 

◼ 発生例 

ポートの設定でポートドライブ強度コントロールの設定が赤枠の領域に表示されていない。 
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3.4 回避策 

Config_PORT.c の関数 void R_Config_PORT_Create(void)にポートドライブ強度コントロールレジスタ

(PORT.PDSCn)を設定するコードを追加してください(注)。 

以下に修正例を記します。赤文字の部分が修正内容です。 

注：再度コード生成を行うと修正前の状態に戻りますので、コード生成を実行するたびに修正が必要で

す。 

 

➢ ポートドライバ強度コントロールレジスタの設定を挿入する手順 

1. ポートドライバ強度コントロールレジスタの設定は、/* PORTn setting */コメントとポートオープン

ドレインコントールレジスタ(PORT.PODCn)の間に追加します。 

2. ポートグループのインデクスは n、ポート番号(有効ビット位置)は mで示します。nと mは、設定す

るポートグループおよびポート番号に合わせて変更します。 

3. ドライバ強度について 

”ロウドライブ強度”を設定したい場合は_PORT_PDSCnm_SLOW_MODE_SELECT のマクロ値を、 

”ハイドライブ強度”を設定したい場合は_PORT_PDSCnm_FAST_MODE_SELECT のマクロ値を使用

します。 

4. 設定したいすべてのポートのマクロ値を、OR演算子を用いて演算します。 

5. 書き込み保護レジスタ(PORT.PPCMDn)を用いた書き込みシーケンスのコードも追加します。 

 

ポートドライバ強度コントロールレジスタ、書き込み保護レジスタ、および書き込みシーケンスの仕様に

ついては、ユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

修正例: ”ロウドライブ強度”を設定する場合 

 

3.5 恒久対策 

次期バージョンで改修予定です。（2020年 1月予定） 

  

void R_Config_PORT_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* PORTn setting */ 

    PORT.PPCMDn = _WRITE_PROTECT_COMMAND; 

    PORT.PDSCn = _PORT_PDSCnm_SLOW_MODE_SELECT; 

    PORT.PDSCn = (uint32_t) ~( _PORT_PDSCnm_SLOW_MODE_SELECT); 

    PORT.PDSCn = _PORT_PDSCnm_SLOW_MODE_SELECT; 

    PORT.PPCMDn = _WRITE_PROTECT_COMMAND; 

    PORT.PODCn = ...; 

    ... 

} 
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4. ポートレジスタが設定できない注意事項 

4.1 該当製品 

RH850スマート・コンフィグレータ V1.0.0以降 

 

4.2 該当デバイス 

RH850ファミリ：RH850/F1KM-S4グループ 

 

4.3 内容 

以下のポートグループにおいてポートレジスタの設定が表示されません。また、対応するポートレジスタ

のコードも生成されません。 

➢ RH850/F1KM-S4 144pin : APORT1 

➢ RH850/F1KM-S4 176pin : APORT1 

➢ RH850/F1KM-S4 233pin : APORT1, PORT18(P18_8～P18_15) 

 

◼ 発生例 

ポートの設定でポートレジスタの設定が赤枠の領域に表示されていない。 

 

 

4.4 回避策 

Config_PORT.c の関数 void R_Config_PORT_Create(void)にポートレジスタ(PORT.Pn)を設定するコード

を追加してください(注)。 

以下に修正例を記します。赤文字の部分が修正内容です。 

注：再度コード生成を行うと修正前の状態に戻りますので、コード生成を実行するたびに修正が必要で

す。 

ポートレジスタの仕様については、RH850/F1KM ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してくだ

さい。 

➢ ポートレジスタの設定を挿入する手順 

1. ポートレジスタの設定は、ポート入力バッファ選択アドバンストレジスタ(PORT.PISAn)とポート

モードレジスタ(PORT.PMn)の間に追加します。 

2. ポートグループのインデクスは n、ポート番号(有効ビット位置)は mで示します。nと mは、設定す

るポートグループおよびポート番号に合わせて変更します。 

3. ポート出力として”0を出力”を設定したい場合は、_PORT_Pnm_OUTPUT_LOW のマクロ値を、 

”1を出力”を設定したい場合は、_PORT_Pnm_OUTPUT_HIGHのマクロ値を使用します。 

4. 設定したいすべてのポートのマクロ値を、OR演算子を用いて演算します。 
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修正例 

 

4.5 恒久対策 

次期バージョンで改修予定です。（2020年 1月予定） 

 

  

void R_Config_PORT_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* PORTn setting */ 

    ... 

    PORT.PISAn = ...; 

    PORT.Pn = _PORT_Pnm_OUTPUT_HIGH; 

    PORT.PMn= ...; 

    ... 

} 
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5. タイマの入力エッジの表示ミスの注意事項 

5.1 該当製品 

RH850スマート・コンフィグレータ V1.0.0以降 

 

5.2 該当デバイス 

RH850ファミリ：RH850/F1KMグループ 

 

5.3 内容 

以下のタイマ機能の入力エッジに「立ち上がり」と「立ち下がり」を選択した場合に正しいコードが生成

されません。 

➢ クロック分周 

➢ ディレイカウント 

➢ 外部イベントカウント 

➢ 入力インターバルタイマ 

➢ 入力パルスインターバル判定 

➢ 入力パルスインターバル測定 

➢ 入力位置検出 

➢ ワンパルス出力 

➢ ワンショットパルス出力 

 

◼ 発生例 

タイマアレイユニット Bのユニット 0(TAUB0)のチャネル 0でタイマ機能を使用しています。 

タイマ機能の設定で、入力エッジに「立ち上がり」を選択した場合に、以下のコードが生成されます。 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set compare match register */ 

    TAUB0.CMUR0 = _TAUB_INPUT_EDGE_FALLING; 

    ... 

} 
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タイマ機能の設定で、入力エッジに「立ち下がり」を選択した場合に、以下のコードが生成されます。 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set compare match register */ 

    TAUB0.CMUR0 = _TAUB_INPUT_EDGE_RISING; 

    ... 

} 

 

5.4 回避策 

タイマ機能の入力エッジで使用したい設定とは逆の設定を選択してください。 

「立ち上がり」を使用したい場合は、「立ち下がり」を選択することで正しいコードが生成されます。 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set compare match register */ 

    TAUB0.CMUR0 = _TAUB_INPUT_EDGE_RISING; 

    ... 

} 

 

「立ち下がり」を使用したい場合は、「立ち上がり」を選択することで正しいコードが生成されます。 

 

プロジェクトファイルに保存される内部情報は、生成コードと同じ設定が保存されています。次期バー

ジョンの改修により正しいエッジ名が表示されるようになります。 

 

5.5 恒久対策 

次期バージョンで改修予定です。（2020年 1月予定） 

 

以上 

void R_Config_TAUB0_Create(void) 

{ 

    ... 

    /* Set compare match register */ 

    TAUB0.CMUR0 = _TAUB_INPUT_EDGE_FALLING; 

    ... 

} 
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改訂記録 

Rev. 発行日 

改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 Jul.01.19 - 新規発行 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓口

に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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